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北海道石狩國美瑛硫黄鉱床概査報告

照和27年6月19日から23、日まで，標記硫黄鉱床を

概査した。本鉱区は処女鉱区で，これまで全く調査が行

われたことがないことと，鉱業権者が開発を企図してい

ることのために概査を行つたものである。

　1．位置・交通

本硫：黄鉱床は北海道石狩國上川郡，美瑛川上流の北

岸，すなわち美瑛町市街地南東ヵ直踵離25km，標高

1．150m前後の山間にあるo

富良野線美瑛駅一白金温泉間約20kmは國鉄バス，

温泉門現場間約12kmは徒歩に依る。

2．地形・地質，

比較的急峻な地形を示す。地質は変朽安山岩およびそ

れより新期の多孔質安山岩および緑色凝次岩より成る。

すなわち，変朽安肉岩の上部に薄い新期の安山岩が発蓬

しており，その境界部に不規則に織色凝友岩の薄暦を挾

んでいる。

3．鉱　床
、・「キャップロック」どしてフ）新期安山岩に被覆される変

朽安山岩および緑色凝蚕岩を母岩とする。鉱染交代式硫

黄館床を主とし・鉱床は主に美瑛川に滑つて露出してい

る。露頭の延長は合計数10fnに蓬する・一一舷走向N70。
。
E
， Sに緩斜し，幅嫉3m以上である。部分的に見込

品位S30～40％の岩鉱を産するが露頭部分に於ける品

位は一定していない。露頭の歌況より判断して鉱量は比

較的大であると考えられる。　　　’　　　　　，

　4．出願中の鉱区
札・蔽24年年45…硲蓋撚驚讐。麟。

　　〃　　　　　24－246　　　　　　　〃　　　　　　　　　　〃

　　，ク　　　　　25－835　　　　　　　〃　　　　　　　　　　，ク

　　〃’　　　　25－732　　　　　　〃　　　　　　　　　　！ク

　　〃　　27－41717．6万坪　　　〃
　出願人は総て札幌市奥村鉱業株式会祉である。

5．結　論
　硫黄鉱床としては比較的良好な鉱床と。慰われる。今後

の調査に依り地質構造と鉱床の関係ならびに鉱量・品位

を明らかにするこどが望ましい。　．（菊　池　　徹）

553・43二、550・85（523～5）：622・343

　　　　　高知縣東豊暴地区銅・硫化鉱床概査報告

長岡郡東豊永村西峰および南大王附近では，南小川北

岸に三波川系結晶片岩（N60。E，北傾翁｝），南岸に輝緑

岩と所々に蛇紋岩，珪岩，千枚岩，石次岩が分布するq

当域内に銅，硫化鉱の露頭が三ヵ所にある。その中，

西峰露頭は，輝緑岩と蛇紋岩の接触部周辺にN80。W．

7GQ　S，幅1～3m，南大王東3・：K露頭は，、’蛇紋岩に滑つ

た，それぞれ鉱染状の鉱体である。また，南大王露頭は

輝緑岩中の石英脈2本幅30［35m，および之に随伴する’

鉱染歌鉱体で，全て銅，硫黄品位低く，鉱床の儂値は，

現状ではわからない。（地質図1葉1／50，000）

　　　　　　（調査　稻井信雄・抄録　岸本）
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茨城縣富士山石茨石鉱山調査報告

　茨城縣聴の依頼による調査。茨城縣多賀郡多賀町大久

保にあり，常磐線多賀駅の西2km余の現場までトラヅ

クを通ずる。

　開発以来100年の歴史を有すると云われ，現在500t！月

（原石）を産出し焼石次用に供する。

　地質は古生層鮎川統に属じ，千枚岩質粘板岩および珪

質粘板岩を車とし・石友岩を爽有する。鉱床附近の走向

R50。E，傾斜40。Sを示す。石亥岩に2種あり，1は白

色結晶質で他は縞歌石友岩である。本鉱床は後者に属

し，厚さ30m富士山と称する小独立山を貫いて延長約

100魚を算する。、

　　　　　　　　ヤ上盤側め「かぶり」が厚く，且つ鉱床北牛は表土が厚く

緩かな地形をなすため，小規模な露天掘に適するのは鉱

床の南牛，地表下10m程度に限られるgこの故に実際

の可採率は極めて低く，可採鉱量は3万7千tと見積ら

れる。1　　　　　　　　　倭齊俊男・徳藏勝治）
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酵馬縣試登第3，225号鉱区調査報告

群馬縣利根郡桃野村北部の試登第3，225号鉱区は，．い

わゆる御坂暦に対比される火山岩類より構成され・権者

の言う通称水晶山附近は石英粍面岩からなる。含金鉱脈

と称するものは本岩中に胚胎する脈幅2～5cm・延長

数mの石英脈で数本知られ，その品位はAu　O・5～1・5、

gml／t，Ag15’》29gm／t程度のものでま）るo

地表調査の結果は，石英脈の発達小規模でま）り・、品位

も低く現在程度の露頭を以つてしては金鉱床として探鉱

に贋するものとは認められない。　　（林　昇門鄭）

553．32：550．85（521．85）：622。332

　　　　　山口縣玖珂鉱山附近調査報．告
　1．山口縣玖珂地庭鉱床調査の一環として玖珂鉱山附

近の檸質構造に重点をおき調査を行つた。調査期間は昭

和26年6月17日《・7月6日にわたる20日間で・玖珂鉱

山実測の1／6，000地形図を使用した。

　2．調査地域は山口縣玖珂郡桑根村出合を中心とする

地域で，山陽本線岩國駅より北西方約30kmにあたる。

交通は錦川を遡り，國鉄バス渡里橋下車・・さらに南方約

4kmにて出合に至る。

　3・本地域は粘板岩・千枚岩・舶岩・砂岩・石裸岩および

珪質粘板岩99ホルソフェルス等の古期堆積岩よりなり・

一部に角閃班岩岩脈・スカルソ岩等が見られる。基底を

なす酸性深威岩は本地域の南方に，広く分布する・

・4．古期堆積岩の走向は，おおむね束西で傾斜は北方

へ傾ぎ，鉱床附近は10～20。の緩傾斜をなす。本地域の

一擁曲，勇断等は東西方向よりの圧縮力および南北方向の

張力に起因するもの、で，本地域の鉱床の生成に関蓮し

て，低角度衝上断暦と撹曲頂部の破断幣（勇裂走向N欝、

～30QE）の2つの大きい地質構造が区別される。

5．　日堤谷（菓西性）→梅ノ木鉱床東側（南北性）→さら

に山ノ内部落を通つて東西に岩屋本坑へ抜ける低角度衝

上断暦帯は粘板岩・角岩暦（石友岩をはさむ），中に第一次

鉱化作用による接触交代鉱床を胚胎した。また擾曲破断

により生じた裂罐に浩い第二次鉱化作用によるタソグス

テソ石英脈を胚胎した。．

　6．今後本調査結果を基礎として玖珂地区の露頭およ

び坑内精査をする必要がある。河山鉱山，玖珂地区，’喜

和田，藤ケ谷および岩國マソグン鉱床地幣にわたる一連

の鉱床区の聞題については，今後さらに地質および鉱床

の調査をおしひろげて実施することが望まれる。

　　　　　　（調査　北　車治・抄録　服部）

553．48：550．欧52L16）：，622・19

　　　　　　稿島縣朋山ニツケル鉱山調査i報告

1本鉱山は編島縣伊達郡富田村にあり，同郡川俣町の西　　　岩をなすヅン撒撹宥中にも多少のNiを含有するのが普

北方3km弱に当る。

地質は本鉱山の附近に見られるヅソ撒撹岩と・その・

後！こ逆入しこれを囲んで阿武隈山地一帯に広く発蓬する・

黒雲母花崩閃緑岩があり，さらにこれらの中間帯には両

者の接触によつて生成され準と思われる柘榴石，緑色角

閃石等を含む花嵩岩に近い混生岩を挾む。ヅン撒麓岩は

本鉱床の母岩でま）り’，鉱床はこ0）中に限られるものであ

る。ヅン撒携岩は厚さ約30m延長方向には約170m走

向北30～40。東，傾斜南東方へ60～70Q，の恐らく細長・

い舟底形を威して花醐閃緑岩中に存在するもグ）と、曽われ

るQ

　鉱床は母岩と延長方向を同じくする幅1～3mの淡

緑色ヅン鰍騰岩部にあるNi含有部分と，さらにこの中

にある幅約30cm前後の帯状鉱染富鉱部と，この外露

出分布範囲にほぼ該当する原地残留土壌等からなる。再

　通でま）る。

　構成鉱物は羊として紅砒ニッケル鉱（径1～2n即）・

　硫砒ニッケル鉱（径l　mm）か旺）なり，その他これらの周

　．囲には珪ニヅケル鉱と思われるもの，僅かに磁硫鉄鉱グ）

　細脈等が見られる。富鉱部には磁鉄鉱を件うことが多

　．く，クローム鉄鉱等も観察される。この外Ni富銘部に

，近い淡緑色ヅソ撒濱岩部には脈状または緋朕に黒色繊維

　状のルウドウイヒ石があり，そのた未決定鉱物が2，3見

　られる。

　本鉱床は昭和18年頃土地の人が韓石を発見し，同26・1

　年3月現鉱業出頭者が露頭を発見して探鉱を開始した魂，

　ので，調査当時は露頭部の表土除去とその下方25mの、

　水準より坑道掘による探鉱を行つて坑口より18mに達、

　し富鉱帯に善鉱していた。したがつてまだ探鉱開始後日

、　なお浅い歌況にあるo　．　　（木村　正・郷原範造）
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